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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００質量部に対して、下記一般式（Ｉ）で表され
るジフォスファイト化合物（Ｂ）０．００５～０．５質量部、及び脂環式エポキシ化合物
（Ｃ）０．００１～０．５質量部を含有し、芳香族ポリカーボネート樹脂換算の粘度平均
分子量が１０，０００～１５，０００である、芳香族ポリカーボネート樹脂組成物。

【化１】

（式（Ｉ）中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ10及びＲ11は、それぞれ独立に水素原
子又は置換基を有していてもよい炭素数１～４のアルキル基を示し、Ｒ3、Ｒ6、Ｒ9及び
Ｒ12は、それぞれ独立に炭素数１～４のアルキル基、炭素数６～１２のアリール基、及び
炭素数７～１２のアラルキル基から選ばれる基を示し、ｍは、それぞれ独立に０～３の整
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数を示す。）
【請求項２】
　前記芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）が、芳香族ポリカーボネート樹脂１００質量部
に対し、下記一般式（ａ－１）及び（ａ－２）で表される繰り返し単位を有するポリカー
ボネート共重合体０～１５０質量部を含有するものである、請求項１に記載の芳香族ポリ
カーボネート樹脂組成物。
【化２】

（上記式（ａ－１）中、Ｒ13及びＲ14は、それぞれ独立に炭素数１～６のアルキル基を示
し、Ｘは、単結合、炭素数１～８のアルキレン基、炭素数２～８のアルキリデン基、炭素
数５～１５のシクロアルキレン基、炭素数５～１５のシクロアルキリデン基、－Ｓ－、－
ＳＯ－、－ＳＯ2－、－Ｏ－、－ＣＯ－から選ばれる結合を示す。ａ及びｂは、それぞれ
独立に０～４の整数を示す。また、上記（ａ－２）中、Ｒ15及びＲ16は、それぞれ独立に
炭素数１～３のアルキル基を示し、Ｙは炭素数２～１５の直鎖又は分岐鎖のアルキレン基
を示す。ｃ及びｄは、それぞれ独立に０～４の整数を示し、ｎは、２～２００の整数を示
す。）
【請求項３】
　前記ジフォスファイト化合物（Ｂ）が、ビス（２，４－ジクミルフェニル）ペンタエリ
スリトールジフォスファイトである、請求項１又は２に記載の芳香族ポリカーボネート樹
脂組成物。
【請求項４】
　前記ジフォスファイト化合物（Ｂ）に含まれる残留ナトリウム分が３質量ｐｐｍ以下で
ある、請求項１～３のいずれかに記載の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物。
【請求項５】
　前記脂環式エポキシ化合物（Ｃ）が、３，４－エポキシシクロヘキセニルメチル－３’
，４’－エポキシシクロヘキセンカルボキシレート及び／又は２，２－ビス（ヒドロキシ
メチル）－１－ブタノールの１，２－エポキシ－４－（２－オキシラニル）シクロヘキサ
ン付加物である、請求項１～４のいずれかに記載の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物。
【請求項６】
　前記芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００質量部に対し、さらに変性シリコーン化
合物０．０１～１質量部を含有する、請求項１～５のいずれかに記載の芳香族ポリカーボ
ネート樹脂組成物。
【請求項７】
　溶融混練した後のペレット１００ｇ当たり、１片５０μｍ以上の異物数が５個以下であ
り、１片２０μｍ以上５０μｍ未満の異物数が２０個以下であり、かつ１片５μｍ以上２
０μｍ未満の異物数が２００個以下である、請求項１～６のいずれかに記載の芳香族ポリ
カーボネート樹脂組成物。
【請求項８】
　前記ペレットの粘度平均分子量が、芳香族ポリカーボネート樹脂換算で１３，０００以
下である、請求項７に記載の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物。
【請求項９】
　請求項１～８のいずれかに記載の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物を成形してなる光
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学成形品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、芳香族ポリカーボネート樹脂組成物及び光学成形品に関する。さらに詳しく
は、光線透過率及び輝度、並びに高温成形での熱安定性に優れ、また、高温高湿環境下に
長時間さらされたとしても変色や劣化が起きず、光透過性に優れた成形体を得ることがで
きる樹脂組成物であって、光学成形品、特に、導光板として有用な芳香族ポリカーボネー
ト樹脂組成物及びそれを成形してなる光学成形品に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　芳香族ポリカーボネート樹脂は、透明性、機械的性質、熱的性質、電気的性質及び耐候
性等に優れ、その特性を活かして導光板、レンズ、光ファイバー等の光学成形品に使用さ
れている。光学成形品の材料には、高い導光性能が要求されることから、導光性能を上げ
るポリカーボネート共重合体の開発や、各種添加剤による性能改良が行われてきた。
　例えば、ビーズ状架橋アクリル樹脂及び蛍光増白剤を配合することにより輝度むらを少
なくし、色調及び面発光性を優れさせる方法（例えば、特許文献１参照）、特定の分子量
のアクリル系樹脂を配合することにより、あるいは、ポリアルキレングリコール又はその
脂肪酸エステルを配合することによりポリカーボネート樹脂の特性を維持したまま全光線
透過率を向上させる方法（例えば、特許文献２及び３参照）、特定の繰り返し単位を有す
るポリカーボネート共重合体を用い、共重合体中のスズ含有量を一定量以下としたり、光
拡散剤あるいは特定のフォスファイト化合物を酸化防止剤として配合したりすることでポ
リカーボネート樹脂組成物の流動性を高めつつ高温成形時の変色を低減させる方法（例え
ば、特許文献４～６参照）、シリコーン架橋粒子と特定のフォスファイト化合物を酸化防
止剤として配合することにより大型射出成形品を成形できる程度に熱安定性を優れさせる
方法（例えば、特許文献７参照）が開示されている。
【０００３】
　さらに、近年ではスマートフォンやタブレットＰＣ等、従来製品に比べて大画面薄型の
表示商品が普及しだしたことから、高流動材料の要求が強くなっている。
　芳香族ポリカーボネート樹脂組成物の流動性を上げるには、分子量を下げるか、特許文
献４～６に開示されるような、ポリテトラメチレングリコール等のポリエーテルジオール
を共重合したポリカーボネート共重合体と組み合わせて流動性を上げる方法等が知られて
いる。また、高温成形時の劣化や黄変に対応するため、特許文献６及び７に開示されるよ
うに、芳香族ポリカーボネート樹脂組成物にフォスファイト（亜リン酸エステル）系の酸
化防止剤を添加することが知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開平９－２０８６０号公報
【特許文献２】特開平１１－１５８３６４号公報
【特許文献３】特許第４０６９３６４号公報
【特許文献４】特開２００９－２９８９９４号公報
【特許文献５】特開２００７－１６０７９号公報
【特許文献６】特開２００９－４０８４３号公報
【特許文献７】特開２００９－１１１７１３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、芳香族ポリカーボネート樹脂組成物の分子量を下げたり、あるいは高流
動のポリカーボネート共重合体によって流動性を上げる場合、耐湿性能が低下するという
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た後も、一定以上の温度、湿度条件で行う耐湿熱試験で加水分解して、導光板が変色した
り、白濁したりして導光板の導光性能を落とす問題が生じる。
【０００６】
　さらに、流動性を上げた低分子量の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物を用いた導光板
は、導光板の性能を評価する耐湿熱試験後に、導光板内部にクラックが発生し易く、内部
欠陥を作り易いという問題がある。この内部クラックは、湿度や温度の条件が厳しければ
厳しい程、また、分子量が低い程激しく起きる。例えば、一般的な耐湿熱条件である６０
℃、９０％ＲＨの恒温恒湿槽に１０００時間程度の試験であれば、分子量が１３，０００
以上であれば問題ない程度のクラック発生で済むが、分子量が１３，０００以下となれば
、この条件であっても多くのクラックが発生する。また、クラックが発生しても時間と共
に閉じて解消することがあるが、分子量が低い場合、解消せずに傷として残り、導光板と
して全く機能しなくなることもある。
【０００７】
　本発明は、上記事情に鑑みなされたもので、高温成形での熱安定性に優れ、また、光線
透過率及び輝度に優れ、耐湿熱試験後に変色や内部クラックが発生しない成形品を得るこ
とができる樹脂組成物及び光学成形品を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者らは、鋭意研究を重ねた結果、芳香族ポリカーボネート樹脂に、特定のジフォ
スファイト化合物及び脂環式エポキシ化合物を特定量配合することにより上記課題を解決
し得ることを見出した。
　すなわち、本発明は、下記の樹脂組成物及び光学成形品である。
【０００９】
１．　芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００質量部に対して、下記一般式（Ｉ）で表
されるジフォスファイト化合物（Ｂ）０．００５～０．５質量部、及び脂環式エポキシ化
合物（Ｃ）０．００１～０．５質量部を含有する芳香族ポリカーボネート樹脂組成物。
【００１０】

【化１】

【００１１】
（式（Ｉ）中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ10及びＲ11は、それぞれ独立に水素原
子又は置換基を有していてもよい炭素数１～４のアルキル基を示し、Ｒ3、Ｒ6、Ｒ9及び
Ｒ12は、それぞれ独立に炭素数１～４のアルキル基、炭素数６～１２のアリール基、及び
炭素数７～１２のアラルキル基から選ばれる基を示し、ｍは、それぞれ独立に０～３の整
数を示す。）
２．　前記芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）が、芳香族ポリカーボネート樹脂１００質
量部に対し、下記一般式（ａ－１）及び（ａ－２）で表される繰り返し単位を有するポリ
カーボネート共重合体０～１５０質量部を含有するものである、前記１に記載の芳香族ポ
リカーボネート樹脂組成物。
【００１２】
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【化２】

【００１３】
（上記式（ａ－１）中、Ｒ13及びＲ14は、それぞれ独立に炭素数１～６のアルキル基を示
し、Ｘは、単結合、炭素数１～８のアルキレン基、炭素数２～８のアルキリデン基、炭素
数５～１５のシクロアルキレン基、炭素数５～１５のシクロアルキリデン基、－Ｓ－、－
ＳＯ－、－ＳＯ2－、－Ｏ－、－ＣＯ－から選ばれる結合を示す。ａ及びｂは、それぞれ
独立に０～４の整数を示す。また、上記（ａ－２）中、Ｒ15及びＲ16は、それぞれ独立に
炭素数１～３のアルキル基を示し、Ｙは炭素数２～１５の直鎖又は分岐鎖のアルキレン基
を示す。ｃ及びｄは、それぞれ独立に０～４の整数を示し、ｎは、２～２００の整数を示
す。）
３．　前記ジフォスファイト化合物（Ｂ）が、ビス（２，４－ジクミルフェニル）ペンタ
エリスリトールジフォスファイトである、前記１又は２に記載の芳香族ポリカーボネート
樹脂組成物。
４．　前記ジフォスファイト化合物（Ｂ）に含まれる残留ナトリウム分が３質量ｐｐｍ以
下である、前記１～３のいずれかに記載の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物。
５．　前記脂環式エポキシ化合物（Ｃ）が、３，４－エポキシシクロヘキセニルメチル－
３’，４’－エポキシシクロヘキセンカルボキシレート及び／又は２，２－ビス（ヒドロ
キシメチル）－１－ブタノールの１，２－エポキシ－４－（２－オキシラニル）シクロヘ
キサン付加物である、前記１～４のいずれかに記載の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物
。
６．　前記芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００質量部に対し、さらに変性シリコー
ン化合物０．０１～１質量部を含有する、前記１～５のいずれかに記載の芳香族ポリカー
ボネート樹脂組成物。
７．　溶融混練した後のペレット１００ｇ当たり、１片５０μｍ以上の異物数が５個以下
であり、１片２０μｍ以上５０μｍ未満の異物数が２０個以下であり、かつ１片５μｍ以
上２０μｍ未満の異物数が２００個以下である、前記１～６のいずれかに記載の芳香族ポ
リカーボネート樹脂組成物。
８．　前記ペレットの粘度平均分子量が、芳香族ポリカーボネート樹脂換算で１３，００
０以下である、前記７に記載の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物。
９．　前記１～８のいずれかに記載の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物を成形してなる
光学成形品。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、高温成形での熱安定性に優れ、また、
該樹脂組成物を用いることにより、光線透過率及び輝度に優れ、さらに耐湿熱試験後に変
色や内部クラックが発生しない光透過性に優れた光学成形品とすることができる。
　さらに、本発明の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、例えば、分子量が１３，００
０以下の低分子量で、高温高湿環境下に長時間さらされたとしてもクッラクが発生しない
導光板とすることができる。
【発明を実施するための形態】
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【００１５】
［芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）］
　本発明において、（Ａ）成分の芳香族ポリカーボネート樹脂（以下、芳香族ＰＣ樹脂と
称すことがある）として、公知の製造方法、すなわち、二価フェノールとホスゲン又は炭
酸エステル化合物等のカーボネート前駆体とを反応させることにより製造したものを用い
ることができる。
　具体的には、例えば、ジクロロメタン等の不活性溶媒中において、公知の分子量調節剤
の存在下、さらに、必要により分岐剤を添加し、二価フェノールとホスゲンのようなカー
ボネート前駆体との反応により、あるいは二価フェノールと炭酸エステル化合物のような
カーボネート前駆体とのエステル交換反応等によって製造されたものである。
【００１６】
　上記二価フェノールとしては、様々なものがあるが、特に、２，２－ビス（４－ヒドロ
キシフェニル）プロパン〔通称：ビスフェノールＡ〕が好適である。
　ビスフェノールＡ以外のビスフェノールとしては、例えば、ビス（４－ヒドロキシフェ
ニル）メタン、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）エタン、２，２－ビス（４－ヒ
ドロキシフェニル）ブタン、２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）オクタン、２，２
－ビス（４－ヒドロキシフェニル）フェニルメタン、２，２－ビス（４－ヒドロキシ－１
－メチルフェニル）プロパン、ビス（４－ヒドロキシフェニル）ナフチルメタン、１，１
－ビス（４－ヒドロキシ－ｔ－ブチルフェニル）プロパン、２，２－ビス（４－ヒドロキ
シ－３－ブロモフェニル）プロパン、２，２－ビス（４－ヒドロキシ－３，５－ジメチル
フェニル）プロパン、２，２－ビス（４－ヒドロキシ－３－クロロフェニル）プロパン、
２，２－ビス（４－ヒドロキシ－３，５－ジクロロフェニル）プロパン、２，２－ビス（
４－ヒドロキシ－３，５－ジブロモフェニル）プロパン等のビス（ヒドロキシアリール）
アルカン類；１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）シクロペンタン、１，１－ビス（
４－ヒドロキシフェニル）シクロヘキサン、１，１－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－
３，５，５－トリメチルシクロヘキサン等のビス（ヒドロキシアリール）シクロアルカン
類；４，４'－ジヒドロキシジフェニルエーテル、４，４'－ジヒドロキシ－３，３'－ジ
メチルフェニルエーテル等のジヒドロキシアリールエーテル類；４，４'－ジヒドロキシ
ジフェニルスルフィド、４，４'－ジヒドロキシ－３，３'－ジメチルジフェニルスルフィ
ド等のジヒドロキシジアリールスルフィド類；４，４'－ジヒドロキシジフェニルスルホ
キシド、４，４'－ジヒドロキシ－３，３'－ジメチルジフェニルスルホキシド等のジヒド
ロキシジアリールスルホキシド類；４，４'－ジヒドロキシジフェニルスルホン、４，４'
－ジヒドロキシ－３，３'－ジメチルジフェニルスルホン等のジヒドロキシジアリールス
ルホン類、４，４'－ジヒドロキシジフェニル等のジヒドロキシジフェニル類；９，９－
ビス（４－ヒドロキシフェニル）フルオレン、９，９－ビス（４－ヒドロキシ－３－メチ
ルフェニル）フルオレン等のジヒドロキシジアリールフルオレン類；１，３－ビス（４－
ヒドロキシフェニル）アダマンタン、２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）アダマン
タン、１，３－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－５，７－ジメチルアダマンタン等のジ
ヒドロキシジアリールアダマンタン類；ビス（４－ヒドロキシフェニル）ジフェニルメタ
ン、４，４’－［１，３－フェニレンビス（１－メチルエチリデン）］ビスフェノール、
１０，１０－ビス（４－ヒドロキシフェニル）－９－アントロン、１，５－ビス（４－ヒ
ドロキシフェニルチオ）－２，３－ジオキサペンタエン、α，ω－ビスヒドロキシフェニ
ルポリジメチルシロキサン化合物等が挙げられる。これらの二価フェノールは一種を単独
で用いてもよいし、二種以上を混合して用いてもよい。
【００１７】
　分子量調節剤としては、通常ポリカーボネート樹脂の重合に用いられるものなら、特に
制限なく用いることができる。具体的には、一価フェノールとして、例えば、フェノール
、ｏ－ｎ－ブチルフェノール、ｍ－ｎ－ブチルフェノール、ｐ－ｎ－ブチルフェノール、
ｏ－イソブチルフェノール、ｍ－イソブチルフェノール、ｐ－イソブチルフェノール、ｏ
－ｔ－ブチルフェノール、ｍ－ｔ－ブチルフェノール、ｐ－ｔ－ブチルフェノール、ｏ－
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ｎ－ペンチルフェノール、ｍ－ｎ－ペンチルフェノール、ｐ－ｎ－ペンチルフェノール、
ｏ－ｎ－ヘキシルフェノール、ｍ－ｎ－ヘキシルフェノール、ｐ－ｎ－ヘキシルフェノー
ル、ｐ－ｔ－オクチルフェノール、ｏ－シクロヘキシルフェノール、ｍ－シクロヘキシル
フェノール、ｐ－シクロヘキシルフェノール、ｏ－フェニルフェノール、ｍ－フェニルフ
ェノール、ｐ－フェニルフェノール、ｏ－ｎ－ノニルフェノール、ｍ－ノニルフェノール
、ｐ－ｎ－ノニルフェノール、ｏ－クミルフェノール、ｍ－クミルフェノール、ｐ－クミ
ルフェノール、ｏ－ナフチルフェノール、ｍ－ナフチルフェノール、ｐ－ナフチルフェノ
ール、２，５－ジ－ｔ－ブチルフェノール、２，４－ジ－ｔ－ブチルフェノール、３，５
－ジ－ｔ－ブチルフェノール、２，５－ジクミルフェノール、３，５－ジクミルフェノー
ル、ｐ－クレゾール、ブロモフェノール、トリブロモフェノール、平均炭素数１２～３５
の直鎖状又は分岐状のアルキル基をオルト位、メタ位又はパラ位に有するモノアルキルフ
ェノール、９－（４－ヒドロキシフェニル）－９－（４－メトキシフェニル）フルオレン
、９－（４－ヒドロキシ－３－メチルフェニル）－９－（４－メトキシ－３－メチルフェ
ニル）フルオレン、４－（１－アダマンチル）フェノール等が挙げられる。これらの一価
フェノールは一種を単独で用いてもよいし、二種以上を混合して用いてもよい。
【００１８】
　炭酸エステル化合物としては、例えば、ジフェニルカーボネート等のジアリールカーボ
ネート、ジメチルカーボネート、ジエチルカーボネート等のジアルキルカーボネート等が
挙げられ、これらは一種を単独で用いてもよいし、二種以上組み合わせて用いてもよい。
　分岐剤として、例えば、１，１，１－トリス（４－ヒドロキシフェニル）エタン、α，
α'，α"－トリス（４－ヒドロキシフェニル）－１，３，５－トリイソプロピルベンゼン
、１－〔α－メチル－α－（４'－ヒドロキシフェニル）エチル〕－４－〔α'，α'－ビ
ス（４"－ヒドロキシフェニル）エチル〕ベンゼン、フロログルシン、トリメリット酸、
イサチンビス（ｏ－クレゾール）等の官能基を３つ以上有する化合物を用いることもでき
る。これらの分岐剤は一種を単独で用いてもよいし、二種以上組み合わせて用いてもよい
。
【００１９】
　不活性有機溶剤としては、例えば、ジクロロメタン、トリクロロメタン、四塩化炭素、
１，１－ジクロロエタン、１，２－ジクロロエタン、１，１，１－トリクロロエタン、１
，１，２－トリクロロエタン、１，１，１，２－テトラクロロエタン、１，１，２，２－
テトラクロロエタン、ペンタクロロエタン、クロロベンゼン等の塩素化炭化水素や、トル
エン、アセトフェノン等が挙げられる。これらの中では、特にジクロロメタンが好適であ
る。これらの不活性有機溶剤は一種を単独で用いてもよいし、二種以上組み合わせて用い
てもよい。
【００２０】
（ポリカーボネート共重合体）
　また本発明においては、（Ａ）成分の芳香族ポリカーボネート樹脂として、ホモ芳香族
ポリカーボネート樹脂を単独で用いることができるが、樹脂組成物の粘度平均分子量を下
げずに流動性を上げる観点から、ホモ芳香族ポリカーボネート樹脂と、下記一般式（ａ－
１）及び（ａ－２）で表される繰り返し単位を有するポリカーボネート共重合体（以下、
ＰＣ共重合体と称すことがある）との混合物を用いることもできる。
【００２１】
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【化３】

【００２２】
　上記式（ａ－１）中、Ｒ13及びＲ14は、それぞれ独立に炭素数１～６のアルキル基を示
す。Ｘは単結合、炭素数１～８のアルキレン基、炭素数２～８のアルキリデン基、炭素数
５～１５のシクロアルキレン基、炭素数５～１５のシクロアルキリデン基、－Ｓ－、－Ｓ
Ｏ－、－ＳＯ2－、－Ｏ－、－ＣＯ－を示す。ａ及びｂは、それぞれ独立に０～４の整数
を示す。
　また、上記（ａ－２）中、Ｒ15及びＲ16は、それぞれ独立に炭素数１～３のアルキル基
を示し、Ｙは炭素数２～１５の直鎖又は分岐鎖のアルキレン基を示す。ｃ及びｄは、それ
ぞれ独立に０～４の整数を示し、ｎは、２～２００の整数を示す。
【００２３】
　上記ＰＣ共重合体は、界面重合法と呼ばれる慣用の製造方法により製造することができ
る。すなわち、二価フェノール、フェノール変性ジオール及びホスゲン等のカーボネート
前駆体を反応させる方法により製造することができる。具体的には、例えば、ジクロロメ
タン等の不活性溶媒中において、公知の分子量調節剤の存在下、さらに必要により触媒や
分岐剤を添加し、二価フェノール、フェノール変性ジオール及びホスゲン等のカーボネー
ト前駆体を反応させる。
【００２４】
〈二価フェノール〉
　二価フェノールとしては、下記一般式（ａ－１ａ）で表される化合物を挙げることがで
きる。
【００２５】

【化４】

【００２６】
　上記一般式（ａ－１ａ）において、Ｒ13及びＲ14は、それぞれ独立に炭素数１～６のア
ルキル基を示し、アルキル基は直鎖状、分岐状及び環状のいずれであってもよい。炭素数
１～６のアルキル基としては、例えば、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、イソプロ
ピル基、ｎ－ブチル基、イソブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基、ｎ－ペンチルル基、イソペ
ンチルル基、ｎ－ヘキシル基、イソヘキシル基、シクロペンチル基、シクロヘキシル基等
を挙げられる。
　ａ及びｂは、それぞれＲ13及びＲ14の置換数を示し、０～４の整数である。なお、Ｒ13

が複数ある場合、複数のＲ13は互いに同一でも異なっていてもよく、Ｒ14が複数ある場合
、複数のＲ14は互いに同一でも異なっていてもよい。
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【００２７】
　Ｘは単結合、炭素数１～８のアルキレン基、炭素数２～８のアルキリデン基、炭素数５
～１５のシクロアルキレン基、炭素数５～１５のシクロアルキリデン基、－Ｓ－、－ＳＯ
－、－ＳＯ2－、－Ｏ－、－ＣＯ－結合を示す。
　炭素数１～８のアルキレン基としては、例えば、メチレン基、エチレン基、プロピレン
基、ブチレン基、ペンチリレン基、ヘキシレン基等が挙げられ、炭素数２～８のアルキリ
デン基としては、例えば、エチリデン基、イソプロピリデン基等が挙げられ、炭素数５～
１５のシクロアルキレン基としては、例えば、シクロペンチレン基、シクロヘキシレン基
等が挙げられ、炭素数５～１５のシクロアルキリデン基としては、例えば、シクロペンチ
リデン基、シクロヘキシリデン基等が挙げられる。
【００２８】
　上記一般式（ａ－１ａ）で表される二価フェノールとしては、様々なものがあるが、特
に、２，２－ビス（４－ヒドロキシフェニル）プロパン［通称：ビスフェノールＡ］が好
適である。ビスフェノールＡ以外のビスフェノールとしては、前述の芳香族ＰＣ樹脂の製
造に用いられる二価フェノールにおいて例示したものを使用できる。
　不活性有機溶剤、分子量調節剤及び分岐剤としては、通常ＰＣ樹脂の重合に用いられる
ものなら、各種のものを用いることができる。具体的には前述の芳香族ＰＣ樹脂の製造に
用いられる不活性有機溶剤、分子量調節剤及び分岐剤において例示したものを使用できる
。
【００２９】
　触媒としては、相間移動触媒、例えば三級アミン又はその塩、四級アンモニウム塩、四
級ホスホニウム塩等を好ましく用いることができる。三級アミンとしては、例えばトリエ
チルアミン、トリブチルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルシクロヘキシルアミン、ピリジン、ジ
メチルアニリン等が挙げられ、また三級アミン塩としては、例えばこれらの三級アミンの
塩酸塩、臭素酸塩等が挙げられる。四級アンモニウム塩としては、例えばトリメチルベン
ジルアンモニウムクロリド、トリエチルベンジルアンモニウムクロリド、トリブチルベン
ジルアンモニウムクロリド、トリオクチルメチルアンモニウムクロリド、テトラブチルア
ンモニウムクロリド、テトラブチルアンモニウムブロミド等が、四級ホスホニウム塩とし
ては、例えばテトラブチルホスホニウムクロリド、テトラブチルホスホニウムブロミド等
が挙げられる。これらの触媒は、一種を単独で用いてもよく、二種以上を組み合わせて用
いてもよい。
【００３０】
〈フェノール変性ジオール〉
　フェノール変性ジオールは、下記一般式（ａ－２ａ）で表される化合物である。
【００３１】
【化５】

【００３２】
　上記一般式（ａ－２ａ）において、Ｒ15及びＲ16は、それぞれ独立に炭素数１～３のア
ルキル基を示し、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基及びイソプロピル基が挙げられる
。
　Ｙは炭素数２～１５の直鎖又は分岐鎖のアルキレン基を示し、例えばエチレン基、プロ
ピレン基、ブチレン基、イソブチレン基、ペンチレン基及びイソペンチレン基等の直鎖の
アルキレン基、エチリデン基、プロピリデン基、イソプロピリデン基、ブチリデン基、イ
ソブチリデン基、ペンチリデン基及びイソペンチリデン基等のアルキリデン基が挙げられ
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る。
　ｃ及びｄは、それぞれＲ15及びＲ16の置換数を示し０～４の整数である。なお、Ｒ15が
複数ある場合、複数のＲ15は互いに同一でも異なっていてもよくＲ16が複数ある場合、複
数のＲ16は互いに同一でも異なっていてもよい。ｎは、－Ｙ－Ｏ－の繰り返し単位数を示
し、２～２００の整数である。
【００３３】
　上記一般式（ａ－２ａ）で表されるフェノール変性ジオールは、ヒドロキシ安息香酸又
はそのアルキルエステル、酸塩化物とポリエーテルジオールから誘導される化合物等であ
る。フェノール変性ジオールは、特開昭６２－７９２２２号公報、特開昭６０－７９０７
２号公報、特開２００２－１７３４６５号公報等で提案されている方法により合成がする
ことができるが、これらの方法により得られるフェノール変性ジオールに対し適宜精製を
加えることが望ましい。精製方法としては、例えば、反応後段で系内を減圧にし、過剰の
原料（例えばパラヒドロキシ安息香酸）を留去する方法、フェノール変性ジオールを水又
はアルカリ水溶液（例えば炭酸水素ナトリウム水溶液）等で洗浄する方法等が望ましい。
【００３４】
　ヒドロキシ安息香酸アルキルエステルとしては、ヒドロキシ安息香酸メチルエステル、
ヒドロキシ安息香酸エチルエステル等が代表例である。ポリエーテルジオールは、ＨＯ－
（Ｙ－Ｏ）ｎ－Ｈ（Ｙ及びｎは前記と同義である。）で表され、炭素数２～１５の直鎖状
又は分岐状のオキシアルキレン基からなる繰返し単位を有するものである。具体的には、
ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコール、ポリテトラメチレングリコール等
が挙げられる。入手性及び疎水性の観点からポリテトラメチレングリコールが特に好まし
い。ポリエーテルジオールのオキシアルキレン基の繰返し数ｎは２～２００、好ましくは
６～７０であるものが好ましい。ｎが２以上であると、フェノール変性ジオールを共重合
する際の効率が良く、ｎが２００以下であると、ＰＣ共重合体の耐熱性の低下が小さいと
いう利点がある。
　酸塩化物としては、ヒドロキシ安息香酸とホスゲンから得られるものが代表例である。
より具体的には特許２６５２７０７号公報等に記載の方法により得ることができる。ヒド
ロキシ安息香酸又はそのアルキルエステルはパラ体、メタ体、オルト体のいずれでも良い
が、共重合反応の面からはパラ体が好ましい。オルト体は水酸基に対する立体障害のため
共重合の反応性に劣るおそれがある。
【００３５】
　ＰＣ共重合体の製造工程において、フェノール変性ジオールは、その変質等を防ぐため
、可能な限り塩化メチレン溶液として用いるのが好ましい。塩化メチレン溶液として用い
ることができない場合、ＮａＯＨ等のアルカリ水溶液として用いることができる。
　ＰＣ共重合体において、フェノール変性ジオールの共重合量を増やせば流動性は改善さ
れるが耐熱性が低下する。従って、フェノール変性ジオールの共重合量は所望の流動性と
耐熱性のバランスにより選択することが好ましい。フェノール変性ジオール共重合量が多
すぎると特開昭６２－７９２２２号公報に示されるように、エラストマー状となり、一般
のＰＣ樹脂と同様の用途への適用ができなくなるおそれがある。１００℃以上の耐熱性を
保持するには、ＰＣ共重合体中に含まれるフェノール変性ジオール残基の量は、本発明に
おいては１～１５質量％であることが好ましく、より好ましくは１～１０質量％、さらに
好ましくは１～５質量％である。
【００３６】
（混合割合）
　上述したように本発明において、芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）として、ホモ芳香
族ポリカーボネート樹脂１００質量部に対し、ポリカーボネート共重合体を０～１５０質
量部で混合して用いることができる。
　ホモ芳香族ポリカーボネート樹脂とポリカーボネート共重合体とを併用する場合、ホモ
の芳香族ポリカーボネート樹脂１００質量部に対し、ポリカーボネート共重合体が１０～
１５０質量部であることが好ましく、１０～１００質量部であることがより好ましく、２
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５～６０質量部であることがさらに好ましい。
　ホモ芳香族ポリカーボネート樹脂１００質量部に対し、ポリカーボネート共重合体を１
０質量部以上混合することで、樹脂組成物の粘度平均分子量（芳香族ＰＣ樹脂換算、以下
、単に分子量と称すことがある）を大きく落とすことなく流動性を上げることができ、混
合する量が１５０質量部以下であることで耐熱性の低下を防ぐことができる。
　また例えば、分子量が１５，０００の芳香族ポリカーボネート樹脂１００質量部に、コ
モノマー量を４質量％共重合した分子量１４，０００のポリカーボネート共重合体を５０
質量部混合した場合、芳香族ポリカーボネート樹脂の分子量１３，０００相当以下の流動
性が得られる。このようにポリカーボネート共重合体の混合量を任意に変えることで、流
動性の調整は容易にできる。さらには、任意のコモノマー量、分子量のポリカーボネート
共重合体が重合できるので、一般的には重合が困難な、分子量１０，０００以下の芳香族
ポリカーボネート樹脂に相当するような流動性を持った樹脂組成物を得ることもできる。
【００３７】
［ジフォスファイト化合物（Ｂ）］
　本発明において、樹脂組成物の耐熱性及び耐湿熱性の観点から、（Ｂ）成分のジフォス
ファイト化合物として、下記一般式（Ｉ）で表される酸化防止剤を用いる。
【００３８】
【化６】

【００３９】
　上記式（Ｉ）中、Ｒ1、Ｒ2、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ10及びＲ11は、それぞれ独立に水
素原子、又は置換基を有していてもよい炭素数１～４のアルキル基を示す。
　Ｒ3、Ｒ6、Ｒ9及びＲ12は、それぞれ独立に炭素数１～４のアルキル基、炭素数６～１
２のアリール基、及び炭素数７～１２のアラルキル基から選ばれる基を示す。
　ｍは、Ｒ3、Ｒ6、Ｒ9及びＲ12の置換数を示し、それぞれ独立に０～３の整数を示す。
【００４０】
　炭素数１～４のアルキル基としては、例えば、メチル基、エチル基、ｎ－プロピル基、
イソプロピル基、ｎ－ブチル基、イソブチル基、ｔｅｒｔ－ブチル基等が挙げられ、炭素
数６～１２のアリール基としては、例えば、フェニル基、トリル基、スチリル基、ｐ－ニ
トロフェニル基、ｐ－メトキシフェニル基、ｐ－エトキシフェニル基、ビフェニル基、ナ
フチル基等が挙げられ、炭素数７～１２のアラルキル基としては、例えば、ベンジル基、
１－フェニルエチル基、２－フェニルエチル基、１－フェニルイソプロピル基、２－フェ
ニルイソプロピル基、フェニル－ｔ－ブチル基、α－ナフチルメチル基、１－α－ナフチ
ルエチル基、２－α－ナフチルエチル基等が挙げられる。
【００４１】
　上記Ｒ1、Ｒ2、Ｒ4、Ｒ5、Ｒ7、Ｒ8、Ｒ10及びＲ11は、それぞれ独立に好ましくは水素
原子又はメチル基であり、上記Ｒ3、Ｒ6、Ｒ9及びＲ12は、それぞれ独立に好ましくはメ
チル基である。上記ｍは、それぞれ独立に好ましくは０又は１である。
　また、一般式（Ｉ）で表されるジフォスファイト化合物は、一種を単独で用いてもよく
、二種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００４２】
　一般式（Ｉ）で表されるジフォスファイト化合物（Ｂ）を使用するに至った経緯は以下
のような理由からである。
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　例えば、分子量が１３，０００を下回るような低分子量のポリカーボネート樹脂組成物
は、一般的に高温成形で黄変し易くなる。一方で、導光板は薄肉化が進んでいるため、高
流動の樹脂組成物であっても、３４０℃以上、場合によっては３６０℃を超える温度で成
形する場合がある。このため、低分子量のポリカーボネート樹脂組成物の高温成形時の黄
変防止対策が必要となっていた。
　ポリカーボネート樹脂組成物を射出成形する場合、黄変原因となる酸化作用の防止には
、フォスファイト系の酸化防止剤が最も有効である。ポリカーボネート樹脂組成物内に練
りこまれた酸化防止剤は、射出シリンダー内で、樹脂の酸化防止作用を発揮するのである
が、射出シリンダー温度に対して、酸化防止剤の耐熱性が不足するようであれば、酸化防
止作用を発揮するまでもなく、射出シリンダー内で分解、ガス化して、シルバーの発生原
因となってしまう。このような高温成形用には、高い耐熱性を持ったフォスファイト系の
酸化防止剤、具体的には、下記式で表されるペンタエリスリトールジフォスファイト構造
の酸化防止剤を用いることで対処される。
【００４３】

【化７】

【００４４】
　上記式で表される構造を持つ化合物としては、例えば、ビス（２，６－ジ－ｔｅｒｔ－
ブチル－４－メチルフェニル）ペンタエリスリトールジフォスファイト（市販品としては
、例えば、株式会社ＡＤＥＫＡ製の商品名アデカスタブＰＥＰ３６）が知られている。こ
の酸化防止剤は、３４０℃を超える高温成形であっても、ガス化することなく、充分な酸
化防止作用を果たす。
　一方で、フォスファイト系酸化防止剤は加水分解し易すいものが多く、導光板の耐湿熱
試験において、導光板内の酸化防止剤が加水分解して、その分解物の影響で導光板が変色
したり、白濁で導光性能を低下させたりする問題が発生し易い。フォスファイト系の酸化
防止剤で加水分解し難いものとして、下記式で示すトリス・２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチ
ルフェニルフォスファイト（市販品としては、例えば、ＢＡＳＦジャパン株式会社製の商
品名Ｉｒｇａｆｏｓ１６８）が知られているが、これは耐熱性が低いため、導光板の高温
成形では分解してしまい、酸化防止機能が発揮されないため、導光板の高温成形には適さ
ない。
【００４５】
【化８】

【００４６】
　耐熱性と耐加水分解性の両要求特性を満足できる酸化防止剤を鋭意研究、探索した結果
、本発明において用いられる前記一般式（Ｉ）で表される（Ｂ）成分が、ビス（２，６－
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ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチルフェニル）ペンタエリスリトールジフォスファイト以
上の耐熱性を有しながら、トリス・２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニルフォスファイ
ト相当の耐加水分解性があることを見出した。
　上記一般式（Ｉ）で表されるジフォスファイト化合物のなかでも、耐熱性及び耐加水分
解性を芳香族ポリカーボネート樹脂組成物に対し良好に付与することができ、また入手容
易であることから、下記式（Ｉ－１）で表されるビス（２，４－ジクミルフェニル）ペン
タエリスリトールジフォスファイト（市販品としては、例えば、Ｄｏｖｅｒ　Ｃｈｅｍｉ
ｃａｌ社製の商品名Ｄｏｖｅｒｐｈｏｓ Ｓ－９２２８ＰＣ）が特に好適である。
【００４７】
【化９】

【００４８】
　さらに、酸化防止剤の加水分解は、ポリカーボネート樹脂組成物内に残留するナトリウ
ム分が影響し、また酸化防止剤を製造する過程で残留するナトリウム分も影響を及ぼすこ
とが判った。
　また酸化防止剤に残留するナトリウム分は活性が高く、ポリカーボネート樹脂と作用し
て加水分解を促進し、変色や劣化の原因となる。
　上記より、ジフォスファイト化合物（Ｂ）に含まれる残留ナトリウム分は、３質量ｐｐ
ｍ以下であることが好ましく、１質量ｐｐｍ以下であることがより好ましい。残留ナトリ
ウム分が３質量ｐｐｍ以下であれば、残留ナトリウムが（Ｂ）成分の加水分解に影響を及
ぼすおそれがない。
　ここで残留するナトリウム分（残留ナトリウム分）とは、酸化防止剤の製造において、
ナトリウム原子を含む化合物を用いる工程を経たことで残留したナトリム分のことである
。
　残留ナトリウム分が３質量ｐｐｍ以下である（Ｂ）成分は、例えば水酸化ナトリウム水
溶液で洗浄する工程を持たないプロセスにより製造することができる。
【００４９】
　ジフォスファイト化合物（Ｂ）の含有量は、芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００
質量部に対して、０．００５～０．５質量部であり、好ましくは０．０１～０．２質量部
であり、より好ましくは０．０２～０．１質量部である。０．００５質量部未満であると
酸化防止剤として機能せず、０．５質量部を超えると流動性を低下させるため好ましくな
い。
【００５０】
　上記ジフォスファイト化合物（Ｂ）を使って、例えば、粘度平均分子量１３，０００～
１５，０００程度の芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００質量部に対し、（Ｂ）成分
を０．０５質量部配合した場合、３６０℃の成形であっても、黄変すること無く、透明性
の高い導光板を得ることができる。
　また、上記導光板を一般的耐湿熱条件である６０℃、９０％ＲＨの恒温恒湿槽に１００
０時間入れた状態から取り出しても、変色のない導光板とすることができ、さらに過酷な
条件（６０℃、９５％ＲＨの恒温恒湿槽に１０００時間；８５℃、８５％ＲＨの恒温恒湿
槽に５００時間；８５℃、９５％ＲＨの恒温恒湿槽に５００時間）であっても、若干の変
色はあるものの導光板として使用するうえで問題が生じないものとすることができる。
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［脂環式エポキシ化合物（Ｃ）］
　本発明において、樹脂組成物のさらなる耐湿熱性向上の観点から、脂環式エポキシ化合
物（Ｃ）を用いる。
　例えば、（Ａ）成分として分子量１３，０００以下の低分子量の芳香族ポリカーボネー
ト樹脂、あるいは芳香族ポリカーボネート樹脂に前述した一般式（Ａ－１）及び（Ａ－２
）で表される繰り返し単位を有するポリカーボネート共重合体を混合した、分子量１３，
０００以下の（Ａ）成分１００質量部に、（Ｂ）のジフォスファイト化合物を０．０５～
０．１質量部添加した場合、一般的耐湿熱条件である６０℃、９０％ＲＨ耐湿熱試験では
、変色の問題は起きないが、６０℃、９０％ＲＨを超える耐湿熱試験では若干の変色が出
てしまう。導光板の耐湿熱試験条件には統一した基準はなく、標準条件より厳しい条件で
評価されることも多いため、上記のような厳しい耐湿熱条件においても対応できるよう、
本発明では樹脂組成物に脂環式エポキシ化合物（Ｃ）を含有させる。これにより、分子量
１３，０００以下である低分子量の（Ａ）成分に（Ｂ）成分を配合しただけでは得られな
い、優れた耐湿熱性を樹脂組成物に付与することができる。
【００５２】
　本発明において、脂環式エポキシ化合物とは、脂肪族環内のエチレン結合に酸素１原子
が付加しエポキシ基を有する環状脂肪族化合物をいい、具体的には下記式（１）～式（１
０）で例示した化合物を用いることができる。また、脂環式エポキシ化合物（Ｃ）は、一
種を単独で用いてもよく、二種以上を組み合わせて用いてもよい。
【００５３】

【化１０】

【００５４】
【化１１】

【００５５】
【化１２】

【００５６】
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【化１３】

【００５７】

【化１４】

【００５８】
【化１５】

【００５９】
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【化１６】

【００６０】
【化１７】

【００６１】

【化１８】

【００６２】
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【化１９】

【００６３】
　上記脂環式エポキシ化合物のなかでも、式（１）、式（７）及び式（１０）で表される
化合物が好ましく、特に３，４－エポキシシクロヘキセニルメチル－３’，４’－エポキ
シシクロヘキセンカルボキシレート（市販品としては、例えば、ダイセル化学工業株式会
社製の商品名セロキサイド２０２１Ｐ）、２，２－ビス（ヒドロキシメチル）－１－ブタ
ノールの１，２－エポキシ－４－（２－オキシラニル）シクロヘキサン付加物（市販品と
しては、例えば、ダイセル化学工業株式会社製の商品名ＥＨＰＥ３１５０）、及びこれら
２種の混合物（市販品としては、例えば、ダイセル化学工業株式会社製の商品名ＥＨＰＥ
３１５０ＣＥ）が好適である。
【００６４】
　脂環式エポキシ化合物（Ｃ）の含有量は、芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００質
量部に対して、０．００１～０．５質量部であり、好ましくは０．００５～０．１質量部
であり、より好ましくは０．０１～０．０５質量部である。０．００１質量部未満では酸
化防止剤の加水分解を抑制する効果がなく、０．５質量部を超えると、樹脂組成物を成形
加工する際にガス発生が多くなり、シルバーが発生する。また、成形された導光板の剛性
低下も引き起こす。
　例えば、（Ｃ）成分は、芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００質量部に対して、０
．０２質量部配合するだけで、最も厳しい８５℃、９５％ＲＨ、５００時間の耐湿熱条件
であっても、変色が全くない導光板とすることができる。
【００６５】
（変性シリコーン化合物）
　本発明の樹脂組成物には、必要に応じて変性シリコーン化合物を含有させることができ
る。
　上記変性シリコーン化合物としては、アルコキシ基、ビニル基及びフェニル基の中から
選ばれる少なくとも一種の官能基を有し、例えば、シリコーン化合物にメトキシ基、ビニ
ル基、フェニル基の少なくとも一種の基を導入した官能基含有変性シリコーン化合物（オ
ルガノシロキサン等）等であることが好ましい。
　上記変性シリコーン化合物は、成形時の熱劣化による黄変、シルバー（銀条）等の外観
不良、気泡混入を防止する等、成形時の熱安定性をより向上させる効果がある。
　変性シリコーン化合物の含有量は、芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）１００質量部に
対し、好ましくは０．０１～１質量部の範囲から適宜選択することができる。
　含有量が、０．０１質量部以上であると、熱安定化効果が十分に発揮され、１質量部以
下であれば、成形品に曇り等が生ずることがない。
【００６６】
（添加剤）
　また、本発明の樹脂組成物には、上記各成分の他に必要に応じて各種添加剤を配合する
ことができる。例えば、ヒンダードアミン系等の光安定剤、難燃剤、難燃助剤、離型剤、
帯電防止剤、着色剤等が挙げられる。
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【００６７】
［樹脂組成物］
（異物の除去）
　本発明の樹脂組成物は、光学成形品、特に導光板に好適なものである。導光板は、先に
述べたような条件で耐湿熱試験が行われる。耐湿熱試験で恒温恒湿槽内に長時間入れられ
た導光板を取り出すと、導光板内部に多数のクラックが発生することがある。発生したク
ラックは、発生後に時間経過と共に閉じて見えなくなる場合があるが、痕跡が残る場合も
多々ある。痕跡が残ると、導光板としては機能し無くなる。
　発明者らは、耐湿熱試験後に、導光板内部にクラックが発生する原因について鋭意研究
した結果、耐湿熱試験よって、導光板内に吸水される水分量と、導光板内部にある異物の
影響で発生することを突き止めた。
　すなわち、吸水性の高いポリカーボネート製の導光板を、一定の温度、湿度条件の恒温
恒湿槽内に長時間入れると、吸水によって膨潤し、内部圧力が増大し、導光板内部にクリ
ープひずみが発生する。ポリカーボネート樹脂は、吸水すると、静的な弾性率、及びクリ
ープ弾性率が低下する性質を持つため、恒温恒湿槽内ではクリープひずみが進行しやすい
。しかし、クリープひずみが進行するだけでは、クラックにまで発展することは少ないが
、そこに異物があると、そこを起点にクラックが発生することが判った。
【００６８】
　ポリカーボネート樹脂は、分子量が低いほどクリープ弾性率が低く、クリープ変形は進
行し易い。このため、低分子量のポリカーボネート製の導光板ほど、クラックが発生し易
い。また、ポリカーボネート樹脂の吸水率は、恒温恒湿槽の温度が高く、湿度が高いほど
高くなる。このため、厳しい耐湿熱条件ほどクラックが発生しやすい条件になる。
　ここに、クラックの起点となる異物があるとクラックが発生するが、異物の大きさや量
によって、クラックの発生量が異なる。
　異物は大きい場合、混練機のメッシュやフィルターで濾過され、取り除くことができる
が、一般のメッシュやフィルターでは抜ける微小の異物も多く、その大きさがおおよそ１
片１００μｍを超えると、分子量１５，０００を超える導光板用の樹脂組成物でもクラッ
クの起点となる。
　本発明の樹脂組成物が、例えば分子量１３，０００～１５，０００程度の一般導光板用
の樹脂組成物であれば、１片が１００μｍ以下の異物であればクラックの発生原因とはな
らないが、分子量１３，０００以下である低分子量の樹脂組成物では、より微小な異物で
もクラックが発生する。
【００６９】
　上記より、本発明の樹脂組成物は、溶融混練した後のペレット１００ｇ当たり、１片５
０μｍ以上の異物数が５個以下であり、１片２０μｍ以上５０μｍ未満の異物数が２０個
以下であり、かつ１片５μｍ以上２０μｍ未満の異物数が２００個以下であることが好ま
しい。
　異物の大きさが５０μｍ以上であっても、ペレット１００ｇ当たりに含まれる異物数が
５個以下であれば、導光板内部に入る確率は非常に低いため、クラックが発生する危険率
は低い。また、分子量１３０００以下でも、異物の大きさが５０μｍ未満であるものの個
数が、ペレット１００ｇ中において上記範囲であれば、異物凝集は起きないので、厳しい
耐湿熱条件であってもクラックの発生はない。
【００７０】
　ペレット１００ｇ当たり、５０μｍ以上の異物数が５個以下であり、２０μｍ以上５０
μｍ未満の異物数が２０個以下であり、かつ５μｍ以上２０μｍ未満の異物数が２００個
以下となるように異物を除去できるフィルターとしては、例えば、メッシュサイズが５０
μｍ～５μｍ、より好ましくは２０μｍ～５μｍのフィルターを、何層も重ねて焼結した
プリーツタイプのフィルターエレメントを、鋼製のハウジングに複数本をセットした、プ
リーツキャンドルタイプの溶融フィルター等が挙げられる。
　上記フィルターを、混練機と押出ダイス間に設置した混練設備を使って、クリーン設備
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内にストランドを押し出しし、ペレタイズすることで、異物の極めて少ないペレットを得
ることができる。さらに、クリーン環境下で充填、包装することにより、外部からの新規
な異物が入ること無く、ペレット１００ｇ当たりで、５０μｍ以上の異物数が５個以下で
、２０μｍ以上５０μｍ未満の異物数が２０個以下で、かつ５μｍ以上２０μｍ未満の異
物数が２００個以下であるペレットを梱包することができる。
【００７１】
（粘度平均分子量）
　本発明において用いられる各成分は、例えば上述した方法のように、単軸あるいは２軸
の混練機で混練し、ペレタイザーで射出成形に適したペレット状に造粒され、例えば射出
成形法等の成形方法で導光板等の光学成形品に加工することができる。
　本発明において、造粒されたポリカーボネート樹脂組成物の分子量は、粘度数ＶＮを用
いて求める芳香族ＰＣ樹脂換算の粘度平均分子量で１０，０００～２０，０００程度であ
り、導光製品の用途によって適宜調製される。例えば、高い剛性や耐衝撃性、耐光性、耐
疲労性、耐湿熱等を要求する場合は１７，０００～２０，０００程度であり、一般的な剛
性を要求する場合には１５，０００～１７，０００程度である。
　分子量を１５，０００以下にする場合は、薄肉で、画面サイズの大きい導光板等の成形
が挙げられる。一般の携帯電話の画面サイズであれば、分子量が１３，０００～１５，０
００程度で、流動性の指標であるＱ値（２８０℃、１６０Ｋｇ）が２０～６０×１０-2ｍ
ｌ／秒の範囲である。さらに、薄肉で画面サイズが広いスマートフォンやタブレットＰＣ
向けの導光板等には、分子量が１０，０００～１３，０００程度で、Ｑ値（２８０℃、１
６０Ｋｇ）が６０×１０-2ｍｌ／秒以上で、好ましくは７５×１０-2ｍｌ／秒以上に仕上
げる。
　なお、分子量が１０，０００未満になると、材料の剛性が不足し、衝撃性も低下するの
で、射出成形時に取り出しが困難となるため、流動性を上げるために平均粘度分子量を下
げるにも限界がある。
【実施例】
【００７２】
　以下の実施例により、本発明をさらに具体的に説明するが、本発明はこれらの実施例に
限定されるものではない。
【００７３】
　実施例及び比較例において用いた各成分は、次のとおりである。
〈芳香族ポリカーボネート樹脂（Ａ）〉
・ホモ芳香族ＰＣ樹脂［ビスフェノールＡを用いて製造されたホモ芳香族ＰＣ樹脂、出光
興産株式会社製、商品名タフロンＦＮ１５００、分子量１４，５００］
・ホモ芳香族ＰＣ樹脂［ビスフェノールＡを用いて製造されたホモ芳香族ＰＣ樹脂、出光
興産株式会社製、商品名タフロンＦＮ１２００、分子量１２，０００］
・ＰＣ－ＰＴＭＧ共重合体［ポリカーボネートオリゴマーとポリテトラメチレングリコー
ル－ビス（４－ヒドロキシベンゾエート）との共重合体、ポリテトラメチレングリコール
－ビス（４－ヒドロキシベンゾエート）残基量４．０質量％、出光興産株式会社製、商品
名タフロンＦＤ１４００］
〈ジフォスファイト化合物（Ｂ）〉
・ビス・（２，４－ジクミルフェニル）ペンタエリスリトールジフォスファイト［Ｄｏｖ
ｅｒ Ｃｈｅｍｉｃａｌ社製、商品名Ｄｏｖｅｒｐｈｏｓ Ｓ－９２２８ＰＣ、残留ナトリ
ウム分１質量ｐｐｍ以下］
〈脂環式エポキシ化合物（Ｃ）〉
・３、４－エポキシシクロヘキセニルメチル－３’、４’－エポキシシクロヘキセンカル
ボキシレート［ダイセル化学工業株式会社製、商品名セロキサイド２０２１Ｐ］
〈酸化防止剤〉
・ビス（２，６－ジ－ｔｅｒｔ－ブチル－４－メチルフェニル）ペンタエリスリトールジ
フォスファイト［株式会社ＡＤＥＫＡ製、商品名アデカスタブＰＥＰ３６］
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・トリス・２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニルフォスファイト［ＢＡＳＦジャパン株
式会社製、商品名Ｉｒｇａｆｏｓ１６８］
〈変性シリコーン〉
・フェニル基、メトキシ基及びビニル基を有するオルガノポリシロキサン［信越化学工業
株式会社製、商品名ＫＲ５１１］
【００７４】
［実施例１～６及び比較例１，３，６，７］
　上記の各成分について表１及び２に示す配合割合とし、日本ポール株式会社製の、孔径
が１０μｍのプリーツタイプのフィルターエレメントを１２本セットした、プリーツキャ
ンドルタイプの溶融フィルターを、株式会社日本製綱所製、機種名ＴＥＸ６５αの２軸混
練機と押出ダイス間に設置した混練設備を用い、クリーン設備内にストランドを押し出し
し、ストランドカッターを使って、ペレタイズした。ペレタイズしたペレットを、クリー
ンルーム内で空送により２５Ｋｇ袋に包装した。
［比較例２，４，５，８，９］
　上記の各成分について表２に示す配合割合とし、排気タイプの簡易クリーンルーム内で
、押し出しダイスに、５０メッシュ×３枚、１００メッシュ２枚、１５０メッシュ×１枚
を組み合わせて設置した、株式会社石中鉄工所製、機種名ＨＳ７０の単軸押出機を用いて
混練、押出したストランドを、ストランドカッターを使って、ペレタイズした。ペレタイ
ズしたペレットは空送により２５Ｋｇ袋に包装した。
【００７５】
　上記各例で得られたペレット化した樹脂組成物の測定及び性能試験は、次のとおり行っ
た。
（１）粘度平均分子量（Ｍｖ）
　粘度平均分子量は、ＩＳＯ １６２８－４（１９９９）に準拠して粘度数（ＶＮ）を測
定し、（式）Ｍｖ＝４３０．４ＶＮ－２００１．８、より算出した。
（２）Ｑ値：流動性
　高架式フローテスターを用い、ＪＩＳ Ｋ７２１０に準拠し、２８０℃、１６０ｋｇの
圧力下にて、直径１ｍｍ、長さ１０ｍｍのノズルより流出する溶融樹脂量（１０-2ｍＬ／
秒）を測定した。
（３）異物数
　成形前のペレット１００ｇを採取し、ジクロロメタン溶液にて溶かした後に濾過して異
物を抽出し、個数とサイズを光学顕微鏡にて測定した。
（４）イエローインデックス（ＹＩ）：着色性
（４－１）通常成形の試験片
　実施例又は比較例で得られたペレットを４０トン射出成形機（機種名：ＥＣ４０Ｎ、東
芝機械社製）を用い、成形温度３５０℃で２０秒、金型温度８０℃で、平板状試験片（４
０ｍｍ×８０ｍｍ×３．０ｍｍ）を成形した。
　上記得られた試験片について、分光光度計（日立ハイテクノロジーズ社製のＵ－４１０
０分光光度計）を用い、Ｃ光源、２度視野の条件でＹＩ値を測定した。
（４－２）滞留成形の試験片
　実施例又は比較例で得られたペレットを４０トン射出成形機（機種名：ＥＣ４０Ｎ、東
芝機械社製）を用い、シリンダー温度３５０℃、金型温度８０℃にて、平板状試験片（４
０ｍｍ×８０ｍｍ×３．０ｍｍ）を２０秒サイクルで２０ショット成形した後、１５０秒
サイクルに変更して、最初のショットを０ショット目として、３ショット目（５分後）を
サンプリングして上記（４－１）と同様にＹＩ値を測定した。
（４－３）耐湿熱試験後の試験片
　上記（４－１）と同様に成形して得られた平板状試験片について、６０℃で湿度９０％
ＲＨの環境下に１０００時間放置する、あるいは、８５℃で湿度９５％ＲＨの環境下に５
００時間放置する耐湿熱試験を行なった後、それぞれの試験片について上記（４－１）と
同様にＹＩ値を測定した。
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（５）耐湿熱試験後のクラックの有無
　上記（４－１）と同様に成形して得られた平板状試験片について、６０℃で湿度９０％
ＲＨの環境下に１０００時間放置する、あるいは、８５℃で湿度９５％ＲＨの環境下に５
００時間放置する耐湿熱試験を行なった後、それぞれの試験片について内部クラックの有
無を目視で観察し、クラックが無いものを○、クラックがあるものを×とした。
【００７６】
【表１】
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【００７７】
【表２】
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【００７８】
　実施例１～６から、本発明の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物であれば、条件を変え
た恒温恒室槽内に長時間入れられたとしても、何れの条件でも変色しない成形品が得られ
ることが分かる。特に、実施例３～６から、粘度平均分子量が１３，０００以下であって
も、滞留成形及び８５℃で湿度９５％ＲＨの環境下に５００時間放置する過酷な耐湿熱条
件において、本発明の優れた効果が発揮されることが分かる。
　比較例２，４，５，８のビス（２，４－ジクミルフェニル）ペンタエリスリトールジフ
ォスファイトを用いた場合では、上記のような過酷な耐湿熱条件では導光板として使用で
きない程変色してしまい、また比較例９のトリス・２，４－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェニ
ルフォスファイトを用いた場合では、３４０℃程度の高温成形で導光板として使用できな
い程変色してしまった。また、異物の大きさ及び量によってクラック発生に影響が及ぶこ
とが分かる。
【産業上の利用可能性】
【００７９】
　本発明の芳香族ポリカーボネート樹脂組成物は、高温成形での熱安定性に優れ、また、
光線透過率及び輝度に優れ、高温高湿環境下に長時間さらされたとしても変色や内部クラ
ックが発生しない成形品を得ることができるため、導光板等の光学製品、具体的にはスマ
ートフォンやタブレットＰＣ等の大画面薄型の表示商品に好適である。
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